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武蔵野大学 BASIS 建学科目「共生社会」における 
体験型授業の実践報告
─看護学科教員として授業の一部を担当して─
Report on the experience-based class “Inclusive Society” in Musashino BASIS* 
─The class was partially conducted by nursing faculty members─
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の「共生社会」の実現が望まれている．総合大学である本学において，2019 年度から教養教育プログラム ‘ 武蔵
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＊ “Musashino BASIS” which was made from the spirit of the establishment of the university.













教育プログラム「武蔵野 BASIS」建学科目として 2019 年
度から「共生社会」が開講された．








































































共生という考え方および意味と意義，第 4 回では SDGs の
解説と実現のための行動について講義が行われた．第 5
回・第 6 回では本稿で報告する自分とは違う状況の体験，
第 7 回・第 8 回ではダイバーシティについてのフィールド
ワーク，第 9 回・第 10 回では障害者スポーツ体験という
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体験型授業が実施された．第 11 回・第 12 回は異文化コ
ミュニケーションの理解を深める，偏見や差別について，
第 13 回・第 14 回は知的障害・発達障害への配慮の講義が











第 3 回 法律学、経済学、生物学、仏教学などの学問分野から「共生」を考える「共生学入門」ともいうべき授業を「大教室双方向授業」で実践する。






























ン学科 27 名，日本語コミュニケーション学科 7 名，法律
学科 27 名，政治学科 5 名，経済学科 7 名，経営学科 4 名，
会計ガバナンス学科 1 名，人間科学科 2 名，社会福祉学科






































































体験① 妊婦 車イス 難病 内部障害 高齢者
体験② 高齢者 妊婦 車イス 難病 内部障害
体験③ 内部障害 高齢者 妊婦 車イス 難病
体験④ 難病 内部障害 高齢者 妊婦 車イス


























































































































































































































































教員 11 名および看護学科 4 年生 SA 7 名が，体験型授業
「体験を通して共生社会を考える」を複数学科 113 名の学
生に実施した．受講した学生たちは，自分が想起する健康
とは異なる健康体験を通して，生活上の困難や障壁につい
て考え，「共生社会」を目指す学びを得たと考えられた．
授業を終えて，総合大学における「共生社会」授業の一
部を看護教員が担うことにより，全員参加型の「共生社
会」の目的達成の第一歩となり得ることが見えてきた．一
方で，学科横断の乗り合い（オムニバス）形式で行われた
授業「共生社会」全体を通しての学生の学びについて，看
護学科担当授業と他学科担当授業との共同については課題
が残った．他学部と連携やその効果については今後の課題
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としていきたい．
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